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ＩＡＰは、異文化対応能力を測定する最先端のツールです。

トロンペナールスの７つの文化的価値判断基準に基づき、個人の文化的価値観のみならず、組織の企業文化を測定できるのが特徴です。

・受講者の文化的価値観と赴任先の文化的価値観の相違点を認識する。

・グローバルなビジネス環境で仕事をする際に、価値観や規範の違いを乗り越えて効率的に仕事をする術を学ぶ。

・新たなビジネス環境において鍵となる文化的価値観について深く認識、理解する。

・海外勤務者の選抜材料とする。

・組織文化の違いを乗り越えるための対応法を学ぶ。

・具体的な事例を活用しながらグローバルな職場でシナジー効果をもたらす仕事のあり方を検討する。

【IAPの主な活用方法】【７つの文化的価値基準】

1. 普遍主義・個別主義
2. 個人主義・共同体主義
3. 関与特定型・関与融合型
4. 感情中立型・感情表出型
5. 実績主義・属性主義
6. 時間に関する傾向
7.内的志向・外的志向



Intercultural Adaptability Profile 【IAP‐IGB/THT】
質問紙およびレポートのサンプル
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｠グローバルコンピテンシー測定 ［GCI］
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グローバルな環境で仕事をして成果を挙げるためには、一定水準以上のグローバルコンピテンシーが求められます。

GCI の開発者である KOZAI Group は、1990 年代から現在にいたるまでのグローバルリーダーとマネジャーの資質に関連する選考理論研究から、主となるコンピ

テンシーを抽出し、さらなる研究を重ねることで 17 個のグローバルコンピテンシーを抜き出しました。これらのコンピテンシーは特にグローバルな環境で仕事を

するためのマネジメント能力とその活用能力を評価します。17 のコンピテンシーは大きく以下の３つに分類されます。

・グローバル産業、多国籍企業、様々な文化圏及び個人のコンピテンシーの把握及び比較

・現在のグローバルコンピテンシーレベルの把握 

・改善が求められるコンピテンシーの認識、改善

・グローバル・マネジメントスタッフの選抜

・海外勤務者の選抜

・国内外にわたる適材適所の人材配置

【GCI の主な活用方法（選抜型と育成型から、状況に応じた選択が可能）】

1. 認知・知覚マネジメント

2. 人間関係マネジメント

3. 自己マネジメント
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Global Competency Inventory 【GCI‐IGB/Kozai Group 提供】
レポートサンプル

｠グローバルコンピテンシー測定 ［GCI］
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効果的グローバルビジネス適応スキル ［IES］
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IES はグローバルコンピテンシー測定ツールの若手対象版で、グローバルな環境で仕事をするスタッフや若手マネジャー候補者に求められる能力を測定する指標

です。開発者である KOZAI Group は、1990 年代から現在に至るまでのグローバルスタッフの資質に関連する先行理論研究から代表的な資質を抽出し、実証研究

を重ねることで最終的に 6個の変数を抜き出しています。これらは以下の３つに分類されます。

・適材適所の人材配置

・海外勤務者の選抜

・グローバル環境で仕事をするための基礎能力とその活用能力の把握

・改善が求められる能力の認識、改善

【IES の主な活用方法（選抜型と育成型から、状況に応じた選択が可能）】

1. 継続的学習

2. 対人関係

3. 堅忍不抜 ( 忍耐力・強靭度 )
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IES レポートサンプル

効果的グローバルビジネス適応スキル ［IES］
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パーソナリティ特質測定 WorkPlace Big Five Profile 4.0™ 
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CentACS のパーソナリティ特質測定（WorkPlace Big Five Profile 4.0™） は心理学の分野における世界基準とされている Five-Factor Model をベースとしたパー

ソナリティ・アセスメントです。このアセスメントの特徴は、文化を越えて有効である点、そしてグローバルビジネスにおける成功とBig Five の特質を結び付け

ている点です。評価項目は大きく以下の５つに分類されます。

・職務配置の適正化

・グローバルビジネスに必要な能力開発

・管理・監督者トレーニング

・キャリア開発・コーチング

・チームの育成

・リーダーシップ開発

【主な活用方法】

1. 精神の安定度

2. 外向特性

3. 独創性

4. 合意形成

5. 自己意識レベル
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パーソナリティ特質測定 WorkPlace Big Five Profile 4.0™ 
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Workplace Big Five レポートサンプル
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Workplace Big Five (Centacs Sample) レポートサンプル
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ナレーターレポート
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リーダーシップ測定 LPI
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リーダーシップ測定 (LPI) は、人々の行動パターンを以下の５つのリーダーシップ的側面から測定する指標です。

360 度評価であるため、自己評価のみならず、上司、同僚、部下、その他ステークホルダー等の評価を反映させることができます。また、グローバルビジネス環境

で仕事をする際にリーダーに求められる行動を例示して参ります。

・自身のリーダー特性を理解する。

・自己評価と他者からの評価とのギャップを理解し、改善の糸口とする。

【主な活用方法】

1. 模範となる

2. 共通のビジョンを鼓舞する

3. プロセス改善に挑戦する

4. 人々を活動しやすくする

5. やる気を起こさせる
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リーダーシップ測定 LPI
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リーダーシップ測定 LPI
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LPI レポートサンプル
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グローバル・リーダーシップ測定 Diversity Icebreaker
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グローバル・リーダーシップ測定ツール（Diversity Icebreaker）はコミュニケーションや意思疎通、問題解決スタイルに関するリーダーの行動パターンを評価す

る指標であり、３つの側面からリーダーシップタイプを測定します。アイスブレーカーの名前の通り、研修スタート時の参加者の雰囲気を和らげ、参加意欲を高

めることも目的としています。

・結果に基づいたグループ分けをし、それぞれの特徴を把握する。

・自分と異なるタイプの人と効果的なコミュニケーションを図る方法を理解する。

【主な活用方法】【リーダーシップのタイプ】

1. 人間関係重視型

2. 実務能力型

3. 創造的クリエイティブ型
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リーダーシップ測定 Ice Breaker
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DIVERSITY ICEBREAKERS (HUMAN FACTORS) サンプル

SAMPLE
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